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2 広報いしかわ　１２月号

●
情
報
目
録
の
閲
覧

　

情
報
公
開
窓
口
に
お
い
て
は
、
情

報
公
開
に
関
す
る
全
般
的
な
相
談
・

案
内
、
役
場
の
各
課
等
及
び
各
出
先

機
関
の
開
示
請
求
の
受
付
及
び
行
政

資
料
の
提
供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
の
窓
口
で
は

・
公
開
申
請
す
る

情
報
の
特
定

・ 
請
求
書
の
受
け

付
け

●
情
報
公
開
申
請

�
開
示
・
不
開
示
の
決
定

�
開
示
日
時
の
決
定

�
開
示
経
費
の
決
定

各
実
施
機
関
で
は

　

開
示
・
不
開
示
の
決
定
を
し
た
と

き
に
は
、
そ
の
内
容
を
通
知
し
ま
す
。

決
定
通
知
は

　

通
知
書
を
持
参
し
て
閲
覧
に
き
ま
す
。

　

決
定
通
知
書
に
記
載
し
て
い
る
日
時

に
閲
覧
を
し
ま
す
。

　

写
し
が
ほ
し
い
場
合
に
は
実
費
手
数

料
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

公
開
で
き
な
い
と
決
定
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
理
由
に
納
得
で
き
な
い
と
き
は
、

実
施
機
関
に
対
し
て
不
服
申
し
立
て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

こ
の
場
合
、
実
施
機
関
は
「
情
報
公
開
審
査
会
」（
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち

か
ら
、
町
長
が
委
嘱
し
た
６
人
以
内
の
委
員
で
構
成
）
に
諮
問
し
、
答
申
を
経
て

決
定
を
行
い
ま
す
。

閲
覧
は

＜決定に不服があるとき＞

　
　
　

開
か
れ
た
町
政
を
実
現
す
る
た
め
に

開
か
れ
た
町
政
を
実
現
す
る
た
め
に

石
川
町
情
報
公
開
制
度

石
川
町
情
報
公
開
制
度

　

情
報
公
開
制
度
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
町
政
に
対
す
る
理
解
と
信
頼
を

深
め
、
町
民
参
加
に
よ
る
公
正
で
開
か

れ
た
町
政
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
町
が
保
有
し
て
い
る
情
報
（
公
文

書
等
）
を
請
求
に
基
づ
い
て
、
公
開
す

る
制
度
で
す
。

申  請  書 

開示決定通知書 
（15日以内に通知） 

不
服
申
立
て
に
つ
い
て

決定�

�諮問答申�

不服申立て

�

不開示　
決定通知

�

平
成　

年
１５

１
月
１
日
か

ら



3広報いしかわ　１２月号

●
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

●
町
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る

個
人
及
び
法
人
そ
の
他
の
団
体

●
町
内
に
存
す
る
事
務
所
又
は
事
業
所
に

勤
務
す
る
者

●
町
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学
す
る
者

公
開
の
対
象
と
な
る
情
報

石
川
町
情
報
公
開
条
例
の
内
容

公
開
請
求
が
で
き
る
方

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
後
に
町
の
職
員

１３

が
職
務
上
作
成
し
た
り
取
得
し
た
文
書
・

図
画
等
で
、
町
が
管
理
し
て
い
る
も
の
が

対
象
で
す
。

●
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
情
報

法
人
等
に
関
す
る
情
報
で
、
公
開
す
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
法
人
等
の
正
当
な

利
益
を
明
ら
か
に
害
す
る
と
認
め
ら

れ
る
情
報

●
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の
生
命
、

財
産
の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
な
ど
公
共

の
安
全
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
情
報

●
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
な
ど
と
の

協
力
関
係
や
信
頼
関
係
が
著
し
く
損

な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
情
報

●
審
議
、
協
議
、
検
討
等
に
関
す
る
情
報

で
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
意
思
決

定
の
中
立
性
が
不
当
に
損
な
わ
れ
、
町

民
の
誤
解
や
混
乱
を
招
い
た
り
、
特
定

の
人
に
不
当
に
利
益
や
不
利
益
を
与

え
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
情
報

●
監
査
、
検
査
、
試
験
等
の
事
務
事
業
に

関
す
る
情
報
で
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ

り
、
事
務
事
業
の
目
的
が
失
わ
れ
た
り
、

公
正
か
つ
円
滑
な
執
行
を
妨
げ
る
お

　

町
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
及
び
議
会

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

情
報
公
開
窓
口　

財
政
課
情
報
管
理
係

　

�
２
６
―
９
１
１
６

　

町
が
保
有
し
て
い
る
情
報
は
、
原
則
公

開
で
す
が
、
次
の
よ
う
な
事
項
が
記
録
さ

れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
不
開
示
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

制
度
を
実
施
す
る

町
の
機
関

公
開
で
き
な
い
情
報

情
報
公
開
条
例
の
内
容

情
報
公
開
条
例
の
内
容

● 
実
施
機
関
が
行
う
事
務
又
は
事
業
に

利
害
関
係
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も

の

そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
情

報
● 
法
令
な
ど
の
規
定
に
よ
り
、
公
開
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
情

報



4 広報いしかわ　１２月号

　

誰
で
も
、
町
の
実
施
機
関
が
現
に
保
有

す
る
自
分
に
関
す
る
情
報
の
開
示
を
請
求

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●「
個
人
情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
」を
町
の

情
報
公
開
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

全
部
又
は
一
部
の
個
人
情
報
が
開
示
さ

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
わ
る
も

の
、
法
令
や
条
例
で
定
め
の
あ
る
も
の

（
例
）
法
人
等
他
人
の
正
当
な
利
益
を
害

す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

　

開
示
す
る
こ
と
で
、
事
務
を
公
正
か
つ

適
正
に
行
う
こ
と
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
な
ど

　

誰
で
も
町
の
実
施
機
関
が
現
に
保
有
す

る
自
分
の
情
報
が
事
実
と
違
う
場
合
に
は
、

そ
の
個
人
情
報
の
訂
正
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

町
が
自
分
の
情
報
を
不
適
正
に
取
り
扱

っ
て
い
る
と
思
う
と
き
は
、
そ
の
取
扱
い

の
是
正
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
の
実
施
機
関
が
、
条
例
の
定
め
る
収

集
制
限
に
違
反
し
て
、
自
分
の
情
報
を
収

集
し
て
い
る
と
思
う
と
き
に
、
そ
の
個
人

情
報
の
削
除
を
請
求
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


　
　
　

・

�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

　
　
　

・

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

と
い
っ
た
み
な
さ
ん
の
関
心
に
応
え

る
た
め
、
町
は
条
例
で
次
の
よ
う
な

権
利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

自
分
に
関
す
る

情
報
が
見
た
い
と
き

開
示
請
求
権

自
分
に
関
す
る
情
報
に

誤
り
が
あ
る
と
き

訂
正
請
求
権

自
分
に
関
す
る
情
報
を

削
除
し
て
ほ
し
い
と
き

削
除
請
求
権

是
正
の
申
し
出

自
分
に
関
す
る
情
報
の

取
扱
い
を
是
正
し
て

ほ
し
い
と
き

石
川
町
個
人
情
報

石
川
町
個
人
情
報

保
護
条
例
の
内
容

保
護
条
例
の
内
容

み
な
さ
ん
の

個
人
情
報
を

守
り
ま
す　



5広報いしかわ　１２月号

　

不
服
申
立
て
に
つ
い
て

　

請
求
し
た
自
分
の
情
報
が
開
示
さ
れ
な
い
、
訂
正
さ
れ
な
い
な
ど
の
決
定
が
な
さ
れ
、
そ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
実
施
機
関
に
対

し
て
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
書
・
申
出
書
の
提
出

情
報
公
開
の
窓
口
で
は

※ 
請
求
者
で
あ
る
こ
と
を
証

す
る
資
料
（
運
転
免
許
証
等
）

が
必
要
で
す
。

請
求
書
の
受
付

　
「
個
人
情
報
取
扱
事
務
登
録

簿
」
を
町
の
情
報
公
開
窓
口
で

ご
確
認

　

相
談
・
案
内
、
役
場
の
各
課

等
及
び
各
出
先
機
関
の
開
示
請

求
の
受
付
及
び
行
政
資
料
の
提

供
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
課
等
の
処
理

《
開
示
・
訂
正
等
の
決
定
》

各
実
施
機
関
で
は

�
開
示
・
不
開
示
の
決
定

�
開
示
日
時
の
決
定

決
定
通
知
書
の
送
付

開
示
の
実
施
は

制
度
を
実
施
す
る
町
の
機
関

開
示
…　

日
以
内
に
決
定

１５

　
　
　
（
正
当
な
理
由
に
つ
き　

日
の
延
長
も
あ
り
ま
す
）

１５

訂
正
、
削
除
…　

日
以
内
に
決
定

３０

　
　
　
（
正
当
な
理
由
に
つ
き　

日
の
延
長
も
あ
り
ま
す
）

６０

是
正
の
申
出
…
速
や
か
に
処
理
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
　
　
（
注
）
不
開
示
決
定
通
知
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

（

）

開
示
・
訂
正
・
削
除
請
求
及
び
是
正
の
申
出
の
方
法

開
示
・
訂
正
・
削
除
請
求
及
び
是
正
の
申
出
の
方
法

　

町
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委

員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

及
び
議
会
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

情
報
公
開
窓
口

　

財
政
課
情
報
管
理
係

　

�
２
６
―
９
１
１
６

（
開
示
経
費
の
決
定
）

　

請
求
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す

る
資
料
（
運
転
免
許
証
等
）
が

必
要
で
す
。

費
用
の
負
担

　

閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し

の
交
付
は
実
費
を
負
担
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。



6 広報いしかわ　１２月号

　

世
紀
に
お
け
る
行
政
情
報
化
の
社
会
的
基
盤
の
確
立
を
め
ざ
し
て

２１石
川
町
で
も
、平
成　

年
８
月
５
日
か
ら

１４

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
て
い
ま
す

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
て
い
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
行
政
だ
よ
り
で
も
お
知
ら

せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
広
報
い
し
か
わ
で

は
シ
ス
テ
ム
の
内
容
や
個
人
情
報
保
護
対

策
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
４
情
報
（
氏
名
・
生

年
月
日
・
性
別
・
住
所
）、
住
民
票
コ
ー
ド

と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
に
よ
り
全
国
共
通

の
本
人
確
認
を
可
能
と
す
る
地
方
公
共
団

体
共
同
の
シ
ス
テ
ム
で
、
電
子
政
府
・
電

子
自
治
体
を
実
現
す
る
た
め
の
基
盤
と
な

り
ま
す
。

　

今
後
、
行
政
機
関
で
は
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
各
種
の
届
出
・
申
請
な
ど
の
際

に
、
提
出
を
お
願
い
し
て
い
た
住
民
票
の

写
し
の
代
わ
り
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
か
ら
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住

所
な
ど
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

通
知
さ
れ
た
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
行
政

機
関
へ
の
届
出
・
申
請
の
際
に
求
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
区
町
村
ご
と
に
保
有
し
て
い
る
住
民
票
情
報
の
う
ち
本
人
確
認
情
報
（
４
情
報
（
氏

名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
）、
住
民
票
コ
ー
ド
と
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
）
を
行
政
機

関
へ
提
供
し
ま
す
。

　

申
請
・
届
出
を
行
う
場
合
に
、
多

く
の
手
続
で
住
民
票
の
写
し
な
ど
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
か
ら
行
政
機
関
へ
本
人
確
認

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住

民
票
の
写
し
を
取
り
に
行
っ
た
り
、

証
明
を
受
け
に
行
く
負
担
が
軽
く
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
側
で
も
、
常
に
最
新

で
正
確
な
居
住
情
報
、
生
存
情
報
な

ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

年
金
の
過
払
い
防
止
な
ど
、
公
平
で

効
率
的
な
行
政
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

行
政
機
関
へ
申
請
・
届
出
を
行
う
際
、

住
民
票
の
写
し
の
添
付
の
省
略
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月
に
策
定
さ
れ
た

１３

「
ｅ
│
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点
計
画
」
な

ど
に
よ
り
、
住
民
等
が
行
う
行
政
機

関
へ
の
申
請
・
届
出
の
ほ
ぼ
全
て
を

平
成　

年
度
ま
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

１５

ト
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
は
、
常
に
最
新
で
正
確
な
本

人
確
認
情
報
を
提
供
で
き
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
こ
れ
ら
申
請
・
届
出
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
当
た
っ
て
は
、
必

要
不
可
欠
な
基
盤
と
な
っ
て
き
ま
す
。

「
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
」
の
基

盤
と
な
り
ま
す
。

８
月
５
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
１
次
サ
ー
ビ
ス

平
成　

年
８
月
か
ら
ス
タ
ー

１５

ト
予
定
の
第
２
次
サ
ー
ビ
ス

住
民
基
本
台
帳
事
務
の
効
率
化
を

図
り
ま
す

●
住
民
票
の
写
し
の
交
付
が
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

●
引
越
の
場
合
の
手
続
が
簡
略
化

さ
れ
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
よ
り
各

種
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す

●
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
で
の
利
用
が
で
き
ま

す
●
写
真
付
を
希
望
し
た
場
合
は
証

明
書
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
●
ご
意
見
・
ご
質
問
は
こ
ち
ら
ま
で

　

町
民
生
活
課
町
民
係 
�
２
６
―
９
１
２
０

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
個
人
情
報
保
護
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
い
ま
す
か
。
十
分
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

が
確
保
で
き
る
の
で
す
か
。

住
民
基
本
台
帳
法
は
、
行
政
機

関
個
人
情
報
保
護
法
等
の
特
別

法
で
あ
り
、
本
人
確
認
情
報
（
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
、
住
民
票
コ

ー
ド
及
び
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
）
の
提

供
を
受
け
た
行
政
機
関
は
、
法
律
で
規

定
さ
れ
て
い
る
事
務
処
理
以
外
の
目
的

の
た
め
に
本
人
確
認
情
報
の
全
部
又
は

一
部
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
お
り
、
行
政
機
関
相
互
間
で
の
住
民

票
コ
ー
ド
の
利
用
や
名
寄
せ
は
一
切
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
区
町
村
、
都
道
府
県
、
指

定
情
報
処
理
機
関
及
び
本
人
確
認
情
報

の
提
供
を
受
け
た
行
政
機
関
の
シ
ス
テ

ム
操
作
者
（
委
託
業
者
も
含
む
。）
に
守

秘
義
務
を
課
し
、
通
常
よ
り
重
い
罰
則

を
課
し
て
い
ま
す
。

　
（
２
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
―
通
常
は
１
年
以
下
の

懲
役
又
は
３
万
円
以
下
の
罰
金
）

　

し
た
が
っ
て
、
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
制
度
面
で
の
個

人
情
報
保
護
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
が

規
定
す
る
十
分
な
個
人
情
報
保
護
に
係

る
規
定
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

高
い
水
準
で
関
係
機
関
全
て
が
維
持
す

る
た
め
、
平
成　

年
６
月　

日
総
務
省

１４

１０

告
示
に
よ
っ
て
、
市
区
町
村
、
都
道
府

県
、
指
定
情
報
処
理
機
関
及
び
本
人
確

認
情
報
の
提
供
を
受
け
た
行
政
機
関
は
、

十
分
な
個
人
情
報
保
護
措
置
を
講
ず
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
国
の
番
号
制
度
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

諸
外
国
の
番
号
制
度
に
つ
い
て
、

い
わ
ゆ
る
共
通
番
号
制
度
を
導

入
し
て
い
る
国
は
、
二
つ
の
タ
イ
プ
に

分
か
れ
ま
す
。

①
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
型

　
（
社
会
保
障
番
号
型
）

　

社
会
保
障
番
号
は
、
出
生
時
に
付
与

さ
れ
る
番
号
（
カ
ナ
ダ
で
は
、
勤
労
者

に
付
与
さ
れ
る
番
号
）
で
、
納
税
者
番

号
等
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
分
野
で
利
用
さ

れ
る
ほ
か
、
事
実
上
、
民
間
部
門
に
お

い
て
も
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
共
通
番
号

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

②
北
欧
・
韓
国
型

　
（
住
民
登
録
番
号
型
）

　

住
民
登
録
番
号
は
、
全
住
民
に
付
与

さ
れ
る
番
号
で
、
納
税
者
番
号
等
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
分
野
で
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

民
間
部
門
で
も
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
共

通
番
号
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ１Ａ１

Ａ２Ｑ２Ａ１

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
は

万
全
の
個
人
情
報
保
護
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

制
度
面
か
ら
万
全
の

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す

技
術
面
か
ら
万
全
の

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す

情
報
漏
え
い
を
防
止
す
る
た
め
運
用
面
も
万
全
の
対
策
を

①
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
で
保
有
す
る
本
人
確
認
情
報
は
、
法

律
に
よ
り
「
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

住
所
・
住
民
票
コ
ー
ド
・
こ
れ
ら
の
変

更
情
報
」
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
か
ら
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
行

う
行
政
機
関
や
利
用
事
務
に
つ
い
て

は
、
法
律
で
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
目
的
外
の
利
用
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

③
民
間
部
門
の
住
民
票
コ
ー
ド
の
利
用
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。

④
関
係
職
員
等
に
対
す
る
「
安
全
確
保
措

置
」
及
び
「
秘
密
保
持
」
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。
な
お
、
関
係
職
員
が
秘
密

を
漏
ら
し
た
場
合
は
、
通
常
よ
り
重
い

罰
則
規
定
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑤
指
定
情
報
処
理
機
関
は
、毎
年
、行
政
機

関
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
状
況

を
公
表
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑥
自
分
の
本
人
確
認
情
報
に
つ
い
て
は
、

開
示
の
請
求
を
し
た
り
、
訂
正
な
ど
の

申
し
出
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
不
正
侵
入
、

情
報
の
漏
え
い
を
防
止
し
ま
す
。

　

�
安
全
性
の
高
い
専
用
回
線
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築

　

�
通
信
デ
ー
タ
の
暗
号
化

　

�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス

を
防
止
す
る
た
め
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ

ー
ル
・
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
侵
入
検
知
装
置
）

の
設
置

　

�
通
信
相
手
と
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

の
相
互
認
証

②
シ
ス
テ
ム
操
作
者
の
目
的
外
利
用
を
防

ぎ
ま
す
。

　

�
操
作
者
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
パ
ス
ワ
ー

ド
な
ど
に
よ
る
厳
重
な
確
認

　

�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る

デ
ー
タ
へ
の
接
続
制
限

　

�
不
審
な
操
作
パ
タ
ー
ン
の
常
時
監
視

　

�
デ
ー
タ
通
信
の
履
歴
管
理
及
び
操
作

者
の
履
歴
管
理

　

�
ロ
グ
（
使
用
記
録
）
の
取
得
及
び
定

期
的
監
査
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月　

日
、
石
川
町
議
会
で
第
８
回
臨

１０

１６

時
会
が
開
か
れ
、
石
川
郡
５
町
村
の
合
併

の
是
非
を
議
論
す
る
法
定
合
併
協
議
会
設

置
議
案
が
、　

対
１
の
賛
成
多
数
で
可
決

１８

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
「
国
は
地
方
自
治
体
を

無
視
し
て
い
る
。
ア
メ
と
ム
チ
に
よ
る
何

で
も
あ
り
の
合
併
で
あ
る
」「
国
が
決
め
る

も
の
で
な
く
自
ら
の
考
え
で
決
め
る
べ
き

だ
」
な
ど
と
反
対
意
見
。
こ
れ
に
対
し
、

「
時
代
の
変
化
と
財
政
悪
化
に
よ
り
合
併

協
議
会
は
当
然
必
要
で
あ
る
」
と
賛
成
意

見
が
あ
り
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
玉
川
村
、
平
田
村
、
浅
川

１０

２５

町
、
古
殿
町
の
４
町
村
の
臨
時
議
会
が
一

斉
に
開
か
れ
、
４
議
会
で
は
石
川
郡
５
町

村
の
合
併
の
是
非
を
議
論
す
る
法
定
合
併

協
議
会
設
置
議
案
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

玉
川
村
で
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
な
ど
か
ら
「
慎
重
」
の
意
見
を
添
え
て

議
案
を
提
出
し
、
住
民
の
大
多
数
が
反
対

し
て
い
る
」
な
ど
の
反
対
意
見
。「
村
の
未

来
を
話
し
合
う
公
の
場
と
し
て
協
議
会
は

必
要
で
あ
る
」
な
ど
と
賛
成
意
見
が
あ
り

ま
し
た
が
、
賛
成
２
、
反
対　

で
否
決
さ

１３

れ
て
い
ま
す
。

　

平
田
村
で
は
、「
国
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン

が
示
さ
れ
な
い
中
、
協
議
会
を
設
置
し
て

い
い
の
か
」
な
ど
反
対
意
見
の
み
で
、
全

会
一
致
で
否
決
。

　

浅
川
町
で
も
全
会
一
致
で
否
決
。

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
も
機
運
が
高
ま
り
、
新
た
な
自
治
体
が
誕

生
し
た
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

石
川
町
で
は
、
役
場
内
に
職
員
に
よ
る
研
究
会
を
設
置
し
、
第
１
次
レ
ポ
ー
ト
の

報
告
、
第
２
次
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
や
８
月
の
町
政
懇
談
会
や
、
住
民
参
加
に
よ
る
検

討
委
員
会
で
意
見
を
聞
き
、
み
な
さ
ん
の
将
来
の
石
川
町
・
地
方
を
考
え
る
場
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
い
わ
き
石
川
青
年
会
議
所
が
中
心
と
な
る
石
川
郡
合
併
是
か
非
か
協

議
会
設
立
住
民
発
議
運
動
実
行
委
員
会
は
、
石
川
郡
５
町
村
の
法
定
合
併
協
議
会
設

置
を
求
め
、
６
月
・
７
月
に
署
名
運
動
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
本
請
求
、
審

査
等
が
な
さ
れ
５
町
村
の
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
石
川
地
方
５
町
村
の
臨
時
議
会
で
は
、
石
川
町
は
先
に
可
決
し
た
も
の

の
、
他
の
４
町
村
で
は
、
い
ず
れ
も
否
決
さ
れ
５
町
村
の
合
併
は
難
し
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
後
の
石
川
郡
の
広
域
行
政
に
つ
い
て
、
更
な
る
議
論
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

古
殿
町
で
は
、
賛
成
５
、
反
対　

で
否
決

１２

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
西
牧
立
博
町
長
は
４

１０

２５

町
村
の
臨
時
議
会
の
報
告
を
受
け
、

「
署
名
し
た
方
々
の
意
思
が
各
町
村

議
会
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
新
た
な

枠
組
み
で
の
検
討
や
、
単
独
で
ど
の

よ
う
な
行
財
政
運
営
を
す
る
べ
き
か

を
模
索
し
て
い
き
た
い
」
と
談
話
を

発
表
し
ま
し
た
。

西
牧
立
博
町
長
の
コ
メ
ン
ト

石
川
町
は
臨
時
議
会
で
賛
成
多
数
可
決

１０．１６

４
町
村
臨
時
議
会
で
否
決

１０．２５

玉
川
村
・
平
田
村

浅
川
町
・
古
殿
町

（

）

石石石石石石石石石石石石石石
川川川川川川川川川川川川川川
郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡
のののののののののののののの
合合合合合合合合合合合合合合
併併併併併併併併併併併併併併
協協協協協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会会会会会
設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置
なななななななななななななな
らららららららららららららら
ずずずずずずずずずずずずずず

石
川
郡
の
合
併
協
議
会
設
置
な
ら
ず
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栄
養
と
食
生
活 

◯

パ
ー
ト

パ
ー
ト
4◯

パ
ー
ト
4

　

栄
養
と
食
生
活
は
、
生
命
を
保
ち
健
康

的
な
身
体
を
つ
く
り
、
健
康
な
生
活
を
お

く
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。
ま
た
、
食
生
活
は
多
く
の
生
活
習

慣
病
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
生
活
の
中
で

大
き
く
影
響
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
の
保
健
や
医
療
の
め
ざ
ま
し
い
進

歩
、
食
生
活
の
多
様
化
や
栄
養
状
態
の
改

善
な
ど
に
よ
り
、
結
核
そ
の
他
の
感
染
症

に
よ
る
死
亡
が
急
速
に
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
で
は
生
活
習
慣
病
の
増
加
が
大
き
な

社
会
問
題
と
な
り
、
栄
養
欠
乏
か
ら
栄
養

過
剰
へ
の
問
題
へ
と
変
化
し
、
そ
れ
ら
の

対
策
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
核
家
族
の
増
加
、
外
食
産
業
の
拡

大
、
食
品
関
連
情
報
の
氾
濫
な
ど
、
食
生

活
を
取
り
巻
く
環
境
か
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
食
行
動
は
多
様

化
し
、
外
食
や
加
工
食
品
の
利
用
や
朝
食

欠
食
者
の
増
加
、
栄
養
過
剰
、
運
動
不
足

に
よ
る
肥
満
傾
向
な
ど
、
健
康
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
町
で
も
平
成　

年
度
の
調
査
し
た

１３

結
果
か
ら
、
脂
肪
や
食
塩
の
摂
取
、
野
菜

摂
取
の
状
況
、
朝
食
欠
食
の
状
況
等
、
食

生
活
環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
食
生
活
状
況

が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
健
康
で
良
好
な
食
生

活
の
実
現
の
た
め
に
は
、
個
人
の
意
識
改

革
と
そ
れ
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
や
、

食
生
活
の
改
善
を
支
援
す
る
人
の
人
材
確

保
を
行
い
、
実
現
に
向
け
て
幅
広
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
こ
と
が

　

乳
幼
児
期
か
ら
中
学
・
高
校
期
ま
で
一

貫
し
た
望
ま
し
い
食
生
活
の
教
育
を
推
進

し
ま
す
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
食

生
活
を
し
た
り
、
自
分
の
体
重
を
知
り
、

健
康
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
よ
う
支
援
し

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
健
康
に
つ
い
て
の
学
習

や
活
動
を
実
践
す
る
グ
ル
ー
プ
を
育
成
し
、

健
康
教
育
、
調
理
実
習
等
、
個
人
の
健
康

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
健
康
管
理
部
門
に
専
門
職
種

が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
中
小
企
業
に
対
し

て
は
、
町
が
支
援
す
る
か
た
ち
で
健
康
づ

く
り
を
応
援
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
食
堂
、
小

売
店
な
ど
の
惣
菜
売
り
場
に
お
い
て
も
、

管
理
者
や
食
品
衛
生
協
会
、
調
理
師
会
な

ど
の
協
力
を
得
て
、
食
事
の
栄
養
分
の
表

示
や
健
康
を
考
え
た
食
事
が
提
供
で
き
る

よ
う
働
き
か
け
ま
す
。
ま
た
、
安
全
な
地

元
の
食
材
を
供
給
で
き
る
よ
う
連
携
を
図

り
ま
す
。

食
生
活
の
移
り
変
わ
り

望
ま
し
い
食
生
活
を

緑黄色野菜1日の摂取回数 

その他の野菜1日の摂取回数 

無回答 
1％ 

1日3回 
23％ 

1日2回 
31％ 

1日1回 
39％ 

1日3回 
29％ 1日1回 

33％ 

1日2回 
34％ 

ほとんど 
食べない 
6％ 

無回答 
1％ 

ほとんど 
食べない 
3％ 

　

健
康
い
し
か
わ　

計
画
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
て

２１

い
ま
す
。

　

先
月
号
で
は
私
た
ち
の
健
康
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
、

ま
た
総
死
亡
の
６
割
を
占
め
る
と
い
わ
れ
て
い
る
生
活
習

慣
病
の
予
防
対
策
な
ど
の
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
か
ら
は
、生
活
習
慣
病
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
方
を
、分
野
ご
と
に
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。今
回
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
関
わ
り
の
深
い
栄
養
と

食
生
活
に
つ
い
て
で
す
。

▲伝達料理講習のようす

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
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月　

日
、
８
小
学
校
、
２
中
学
校
で
石
川
町

１０

１７

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
中
学
校
で
は
、
西
牧
立
博
町
長
が
メ
イ
ン

ス
イ
ッ
チ
を
入
力
し
、
石
川
中
・
相
楽
百
合
子
さ

ん
（
３
年
）
の
進
行
で
、
西
牧
町
長
が
あ
い
さ
つ
、

角
田
美
公
町
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
テ
レ
ビ
会
議
の
映
像
シ

ス
テ
ム
を
利
用
し
、
南
山
形
か
ら
順
次
、
石
川
小

ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
級
が
映
像
と
し
て
映
し
出

さ
れ
、
さ
ら
に
、
石
川
中
・
西
川
穂
高
生
徒
会
長

と
沢
田
中
・
吉
田
浩
幸
生
徒
会
長
は
互
い
に
学
校

の
取
り
組
み
な
ど
映
像
を
通
し
話
を
し
ま
し
た
。

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で

８
小
学
校
・
２
中
学
校
を
結
ぶ

　
　

月　

日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
で
小
学
生

１０

１２

駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
各
チ
ー
ム
に
タ
ス
キ
が
手
渡
さ

れ
、
母
畑
小
学
校
・
ほ
ろ
は
た
チ
ー
ム
の
大
串
実

さ
ん
、
菅
野
美
樹
さ
ん
が
選
手
宣
誓
。

　

８
小
学
校
か
ら
９
チ
ー
ム
約
１
０
０
人
の
選

手
と
保
護
者
や
児
童
な
ど
が
大
勢
詰
め
掛
け
る

な
か
、
各
チ
ー
ム
の
６
人
は
、
一
本
の
タ
ス
キ
に

心
を
込
め
、
９
・
１
�
を
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。

第
１
位
▼
石
尊
ラ
ン
ナ
ー
ズ　

・
ス
ピ
ー
ド

Jr

第
２
位
▼
南
山
形
Ｓ
Ａ
Ｓ

第
３
位
▼
野
木
沢
ホ
ー
プ
ス

４
年
目
の
小
学
生
駅
伝

総
合
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
へ

　
　

月　

日
、
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
で

１０

１４

２
０
０
２
母
衣
旗
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
第　

回
母
畑
湖
畔
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

２４

に
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
約
４
０
０
人
が
参

加
し
、
県
内
で
も
難
所
と
言
わ
れ
る
コ
ー
ス
で
健

脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
会
場
で
は
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
う
ま
い
も
の
店
、
野
外
牛
焼
肉
パ
ー
テ
ィ

ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
は
終

日
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
前
日
か
ら
の
植

木
市
も
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

２
０
０
２
母
衣
旗
ま
つ
り

多
く
の
人
出
で
賑
わ
う
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月
２
日
、
八
幡
屋
で
し
ゃ
ん
そ
ん
の
夕
べ
が

１１
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場

を
提
供
し
よ
う
と
実
行
委
員
会
（
菊
池
章
夫
委
員

長
）
の
主
催
で
９
回
目
。

　

独
身
男
女
各　

人
が
参
加
し
、
東
京
か
ら
招
い

１５

た
ワ
イ
ン
ソ
ム
リ
エ
の
鈴
木
邦
士
さ
ん
が
ワ
イ

ン
の
お
し
ゃ
れ
な
飲
み
方
や
マ
ナ
ー
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　

ま
た
元
阿
呆
鳥
の
菊
池
章
夫
さ
ん
の
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
、
お
し
ゃ
べ
り
フ
リ
ー
タ
イ
ム
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
交
換
も
あ
り
、
さ
わ
や
か
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ

プ
ル
を
選
び
、
４
組
が
誕
生
し
ま
し
た
。

し
ゃ
ん
そ
ん
の
夕
べ
は

ソ
ム
リ
エ
つ
き
ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　
　

月
９
日
、
東
京
方
面
へ
の
石
川
町
民
号
が
運

１１
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

回
目
の
町
民
号
に
は
２
３
１
人
が
参
加
の

１５
人
気
ぶ
り
。
午
前
７
時
過
ぎ
に
水
郡
線
で
郡
山
駅
、

東
北
新
幹
線
で
一
路
東
京
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

東
京
に
着
く
と
、
黄
色
い
は
と
バ
ス
６
台
に
分

乗
し
、
寅
さ
ん
の
郷
柴
又
門
前
め
ぐ
り
、
美
術
館

と
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
フ
ォ
ー
ト
・
隅
田
川
舟
下
り
の
２

コ
ー
ス
に
別
れ
、
東
京
下
町
の
風
情
な
ど
を
思
い

思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
水
郡
線
の
車
窓
か
ら
見
る
、
初
雪
の

お
出
迎
え
に
驚
き
な
が
ら
無
事
帰
町
し
ま
し
た
。

初
雪
の
出
迎
え
町
民
号

東
京
再
発
見
・
下
町
の
旅

　
　

月　

日
、
石
川
共
同
福
祉
施
設
前
で
光
福
村

１０

２６

（
吉
田
常
一
村
長
）
の
今
年
最
後
の
夕
市
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

沢
田
地
区
の　

戸
の
農
家
が
中
心
と
な
り
組

１０

織
し
て
い
る
架
空
の
村
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
、

毎
月
２
度
の
夕
市
を
開
く
な
ど
し
て
農
産
物
を

販
売
し
て
い
ま
し
た
。

　

最
終
の
夕
市
に
は
コ
マ
ツ
ナ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
野
菜
類
、
果
樹
類
、
キ
ク
な
ど

を
出
品
。
大
勢
の
人
々
が
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
買

い
求
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ダ
イ
コ
ン
や
ネ
ギ
を

使
っ
た
け
ん
ち
ん
汁
も
振
る
舞
わ
れ
、
人
気
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

今
年
最
後
の
夕
市
光
福
村

大
勢
つ
め
か
け
盛
況

身近に行われている
楽しいイベントや
明るい話題などを
役場総務課まで
お寄せください。
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が
８

人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞

５０

か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
１
月
に
結
婚
。

２６

青
年
期
は
茨
城
県
の
日
立
製
作
所

で
働
く
途
中
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
召

集
さ
れ
中
国
で
７
年
間
過
ご
し
ま
し
た
。

帰
省
し
て
か
ら
は
、
養
蚕
、
畜
産
、
蔬

菜
な
ど
の
農
業
を
営
み
、
酪
農
組
合
長

も
勤
め
ま
し
た
。
今
で
も
ニ
ラ
、
イ
ン

ゲ
ン
な
ど
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。
ま
た

中
野
公
民
館
設
立
当
時
の
青
年
団
活
動

な
ど
は
、
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

三
郎
さ
ん　

毎
日
午
前
中
行
う
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
で
す
。

カ
ツ
子
さ
ん　

野
菜
づ
く
り
や
温
泉
入

り
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を

教
え
て
く
だ
さ
い

緑
が
多
く
空
気
も
澄
み
、
桜
も
き

れ
い
で
、
な
に
よ
り
人
々
の
人
情

味
は
格
別
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

石
川
郡
の
中
心
都
市
と
し
て
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
ほ
し
い

で
す
。
ま
た
、
中
央
公
民
館
の
駐
車
場

が
少
な
い
の
で
、
改
善
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

職
業
▽
東
北
ミ
ド
リ
安
全
工
業
�
に

勤
務
し
て
、
靴
の
洗
浄
、
検
査
、
ｅ
ｔ

ｃ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
何
で
す
か

石
川
ク
ラ
ブ
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
等
に
出
場
し
て
、
プ
レ
ー

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
も
熱
が
入

っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
た
ち
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
チ
ー
ム
を
作
り
強
化
し
て
石
川
の

名
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
指
導
者
に
も
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

町
外
の
人
々
と
交
流
を
深
め
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
を
催

し
石
川
町
を
活
発
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

も
っ
と
石
川
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
て
ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は

大
人
な
ん
だ
け
ど
子
ど
も
っ
ぽ
く

て
、
一
緒
に
い
て
安
心
で
き
る
人
。

次
回
は
吉
田
さ
ん
の
紹
介
で
、

小
豆
畑　

貴
志
さ
ん
で
す
。

曲
山　

三
郎
さ
ん（　

歳
）

８２

　
　

カ
ツ
子
さ
ん（　

歳
）

７０

住
所
／
塩
沢
字
二
斗
蒔

下泉

吉田由加利さん（２１歳）

小豆畑　翔   　ちゃん
かける

山形字須沢　　　　　　　　　
正一さん・美穂さんの長男　　
平成１３年１月２７日生まれ　　　

「翔、明るい笑顔をいつもあり
がとう。のびやかに、まっすぐ
大きくなってね！」

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、

１
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。応

募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の
写
真
、名

前
、誕
生
日
、電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広

聴
係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後

日
担
当
が
撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
願
い
ま
す
。



◆
生
ま
れ
は
ど
こ
で
す
か

　

生
ま
れ
は
東
京
の
蒲
田
で
す
が
、
東
京
の
戦
火
を
避
け
、

小
学
校
５
年
に
進
級
す
る
と
き
に
母
の
実
家
を
頼
り
、
石

川
町
に
縁
故
疎
開
し
ま
し
た
。ち
な
み
に
父
は
須
釜
村（
現

玉
川
村
）
の
山
小
屋
の
出
身
で
す
。

◆
ど
ん
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か

　

石
川
町
の
お
祭
り
と
き
、
町
中
を
天
狗
に
扮
し
て
行
列

の
先
頭
を
歩
い
た
こ
と
や
、
夏
の
暑
い
な
か
南
町
の
通
り

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
盆
踊
り
で
友
だ
ち
と
と
も
に
踊
っ
た

こ
と
、
ま
た
川
に
仕
掛
け
を
し
て
魚
を
捕
ま
え
た
り
、
潜

っ
て
魚
を
捕
ま
え
た
り
し
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
他
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
辛
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
疎
開
し
た
年

（
昭
和　

年
）
の
冬
、
赤
心
訓
練
と
し
て
積
も
っ
た
雪
の

１９

山
の
な
か
を
裸
足
で
走
ら
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
疎
開
し
た

ば
か
り
の
「
も
や
し
っ
子
」
の
私
に
と
っ
て
泣
き
た
い
ほ

ど
辛
い
こ
と
で
し
た
。

◆
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

長
か
っ
た
公
務
員
生
活
も
定
年
を
迎
え
、
そ
の
後
も
い

く
つ
か
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
す
べ
て
退
き
、

今
は
パ
ソ
コ
ン
や
夫
婦
で
の
旅
行
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
設
立
当
初
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
「
東
京
い
わ
き

石
川
会
」
が
結
成　

周
年
を
来
年
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

２０

そ
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
あ
な
た
か
ら
見
る
石
川
町
は

　

身
体
的
、
精
神
的
成
長
期
に
石
川
町
で
育
っ
た
私
に
と

っ
て
、
石
川
町
は
「
心
の
原
点
」
で
す
。
い
つ
ま
で
も
素

朴
で
緑
と
水
の
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

石
川
町
は「
心
の
原
点
」

来
年「
東
京
い
わ
き
石
川
会
」が
結
成　

周
年

２０

東京都 石森　宥児さん

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

遠
州
三
山
を
は
じ
め
と
す
る
古
い
文

化
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
土
地
が

あ
り
、
東
名
高
速
道
路
な
ど
の
交
通
網

を
生
か
し
た
大
企
業
の
進
出
が
盛
ん
な

人
口
約
６
万
人
の
静
岡
県
袋
井
市
で
す
。

今
年
は
小
笠
山
総
合
運
動
公
園
「
エ
コ

パ
」
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
が

行
わ
れ
、
来
年
の
国
体
会
場
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

温
暖
な
気
候
、
平
坦
な
地
形
を
生
か

し
た
、
米
、
お
茶
な
ど
の
農
業
の
町
で
、

マ
ス
ク
メ
ロ
ン
の
生
産
は
日
本
一
で
す
。

近
年
は
企
業
進
出
、
道
路
整
備
な
ど
で

帰
省
す
る
た
び
に
景
色
が
変
わ
る
の
で

驚
い
て
い
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

平
成
４
年
に
来
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

緑
が
多
く
空
気
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
夏
は
実
家
よ
り
暑
く

感
じ
、
特
に
冬
は
雪
道
の
運
転
が
怖
く

て
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

米
、
果
物
が
お
い
し
い
の
は
一
番
で
す
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
親
切
で
、
親
し
み
や

す
く
幸
せ
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

子
育
て
を
通
し
、
小
児
科
の
専
門
医

が
あ
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

静岡県袋井市静岡県袋井市

山
形
字
須
沢

小
豆
畑
隆
晴
さ
ん

近内　柊太    　ちゃん
しゅうた

中野字竹下　　　　　　　　　
淳さん・晴美さんの長男　　　
平成１３年９月１４日生まれ　　　

「元気で健康な明るい子どもに

育って早くパパとサッカーがで

きるといいね！」

　
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

み
な
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し
た

い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲一品持ち寄り運動（桜ヶ岡学園で）

13広報広報いしかわいしかわ　１２１２月号月号
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●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

鹿
ノ
坂
に
あ
る
東
北
ミ
ド
リ
安
全
工

業
�
に
勤
務
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し

て
い
ま
す
。
当
社
は
安
全
靴
を
生
産
し

て
い
ま
す
が
、
私
の
職
場
は
製
品
の
保

管
と
発
送
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
及
び
粗
大

ご
み
処
理
施
設
の
建
設
に
伴
う
、
山
形

区
内
に
設
置
し
た
安
全
委
員
会
に
所
属

し
、
監
視
と
区
発
展
へ
の
提
言
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
山
形
小

学
校
、
石
川
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、

キ
ラ
ラ
レ
デ
ィ
ー
ス
の
用
心
棒
、
海
外

研
修
の
仲
間
と
の
環
境
美
化
運
動
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

石
尊
山
の
も
み
じ
、
あ
さ
ひ
公
園
、

役
場
通
り
の
桜
並
木
、
ク
リ
ス
タ
ル
パ

ー
ク
・
石
川
の
石
の
公
園
な
ど
は
き
れ

い
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
町
内
で
開
催
し
て
い
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
な
ど
は
、
町
民
の
方
々
が
様
々

な
か
た
ち
で
参
画
す
る
心
意
気
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

ご
み
が
散
乱
し
て
い
な
い
き
れ
い
な

町
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
ん
な
町

な
ら
、
住
ん
で
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か

っ
た
町
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
海
外
で
は
地
区
別
に
美
化
コ
ン
ク

ー
ル
を
し
て
い
る
市
が
あ
り
、
優
秀
な

地
域
は
表
彰
さ
れ
ま
す
。
地
域
全
体
や

回
り
が
き
れ
い
に
な
る
こ
と
に
よ
り
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
新
し
い

産
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
た
景
観
条
例
を
制
定
し
、
美
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
地
域
へ
の
補
助
な
ど
を

考
慮
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
個
人

的
に
は
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
出
さ
な

い
工
夫
、
努
力
が
必
要
だ
と
は
考
え
て

い
ま
す
。

　

次
に
若
者
が
定
住
す
る
よ
う
働
く
場

所
を
確
保
し
た
り
、
気
軽
に
集
え
る
場

所
な
ど
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
が
も
っ
と
本
気
で
地
方
分

権
や
地
方
自
治
の
確
立
を
進
め
て
ほ
し

い
で
す
。
そ
の
た
め
の
財
源
と
な
る
税

制
改
革
も
必
要
で
す
し
、
補
助
金
で
操

る
の
で
は
な
く
、
地
方
本
位
の
税
制
と

な
る
こ
と
で
す
。
自
治
が
確
立
す
る
こ

と
に
よ
り
、
地
方
に
合
っ
た
行
政
が
な

さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

宝
塚
市
は
、「
宝
塚
市
パ
チ
ン
コ
店

等
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
及
び
ラ
ブ
ホ

テ
ル
の
建
築
等
の
規
制
に
関
す
る
条

例
」
を
根
拠
に
、
市
内
の
御
所
前
町

に
お
け
る
パ
チ
ン
コ
店
の
建
設
差
し

止
め
を
求
め
た
訴
訟
に
つ
い
て
、
神

戸
地
裁
、
大
阪
高
裁
で
「
市
条
例
が

風
俗
営
業
法
に
違
反
す
る
」
と
の
判

決
が
下
さ
れ
、
こ
れ
を
不
服
と
し
て

市
が
上
告
し
て
い
ま
し
た
が
、
７
月

８
日
最
高
裁
で
「
行
政
に
よ
る
、
行

政
の
義
務
の
履
行
に
つ
い
て
、
法
に

基
づ
か
な
い
条
例
に
お
い
て
は
、
裁

判
と
い
う
手
法
は
用
い
得
な
い
」
と

い
う
判
決
が
出
さ
れ
、
市
の
敗
訴
が

確
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訴
訟
は
「
市
が
独
自
に
規
制

を
強
め
る
こ
と
は
可
能
か
」
と
注
目

さ
れ
て
い
た
も
の
だ
け
に
、
今
回
の

最
高
裁
の
規
制
の
是
非
に
つ
い
て
は

判
断
し
な
い
と
い
う
結
果
は
、
な
か

ば
市
民
や
自
治
体
の
環
境
に
対
す
る

様
々
な
取
組
に
つ
い
て
、
市
民
の
利

益
に
た
っ
て
内
容
ま
で
踏
み
込
ん
で

裁
判
所
と
し
て
の
判
断
を
下
す
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
全
国
の
条
例
に

よ
る
独
自
の
規
制
を
設
け
て
い
る
自

治
体
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
、
と

受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

宝塚市パチンコ
規制条例が
最高裁で敗訴

ま
ち
に
ご
み
が
散
乱
し
て
い
な
い

住
ん
で
み
た
い
、住
ん
で
よ
か
っ
た
町
に酒

井
雄
二
さ
ん
●
山
形
字
松
森

▲１０月１日から運用しているきららクリーン
　センター

▲石尊山の紅葉
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河
野
と
吉
田

　

三
春
生
ま
れ
で
石
川
の
区
長
（
後
の

郡
長
）
を
務
め
て
い
た
河
野
広
中
は
、

明
治　

年
、
全
国
の
先
駆
け
と
な
っ
た

１１

福
島
県
民
会
規
則
の
制
定
に
、県
官（
県

の
役
人
）
と
し
て
参
画
し
ま
し
た
。
河

野
は　

年
１
月
に
発
足
し
た
と
み
ら
れ

１１

る
石
陽
社
の
社
長
就
任
に
は
、
再
三
に

わ
た
っ
て
固
辞
し
、
県
官
も
間
も
な
く

辞
任
し
ま
し
た
。
河
野
の
目
は
石
陽
社

64

編
纂
室
だ
よ
り 

　

石
川
町
は
関
東
・
東
北
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
発
祥
の
地
で
す
。
こ
れ
は
、

明
治
８
年
（
１
８
７
５
）
８
月
、
地
域
の
人
々
が
河
野
広
中
を
中
心
に
「
有
志

会
議
」
を
結
成
し
て
、
国
政
へ
の
参
加
、
国
会
開
設
の
準
備
を
開
始
し
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。「
有
志
会
議
」
は
後
に
「
石
陽
社
」
と
名
称
を
変
え
、
本
格
的
な

政
治
組
織
に
発
展
し
ま
し
た
。

や
県
官
の
職
を
越
え
て
、
全
国
に
注
が

れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
石
陽
社
の
運
営
は
吉
田

光
一
、
鈴
木
嘉
平
、
鈴
木
重
謙
ら
地
域

の
社
員
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。
年
長
者

で
あ
り
人
望
の
厚
い
吉
田
光
一
は
、
実

質
的
に
石
陽
社
を
切
り
盛
り
ま
し
た
。

東
北
誘
説

　

石
陽
社
な
ど
政
治
結
社
の
全
国
組
織

で
あ
る
愛
国
社
は
、
河
野
も
参
加
し
た

明
治　

年　

月
の
大
会
で
、
国
会
開
設

１２

１１

運
動
を
全
国
で
展
開
す
る
決
議
を
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
奥
羽
（
東
北
）
誘
説
が

計
画
さ
れ
、
吉
田
光
一
ら
が
そ
の
任
に

当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。　

月
か

１２

ら
始
ま
っ
た
雪
中
の
旅
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。「
遊

説
」
を
「
誘
説
」
と
書
い
た
と
こ
ろ
に
、

こ
の
大
旅
行
の
目
的
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。

　

東
北
誘
説
出
発
か
ら
ち
ょ
う
ど
３
年

後
の
明
治　

年
（
１
８
８
２
）　

月
、

１５

１２

吉
田
は
河
野
ら
と
と
も
に
福
島
・
喜
多

方
事
件
で
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

そ
の
１
２
０
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
歴
史
講
座
は
本
事
件
を
記

念
し
、
講
演
会
「
吉
田
光
一
の
東
北
誘

説
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　

開
催
要
項

日　

時　

平
成　

年　

月　

日
（
日
）

１４

１２

１５

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

場　

所　

石
川
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

演　

題　

吉
田
光
一
の
東
北
誘
説

講　

師　

滝
沢
洋
之
先
生
（
元
県
立
石

川
高
校
・
会
津
高
校
教
諭
、『
会
津
嶺

吹
雪
│
自
由
民
権
運
動
家
吉
田
光

一
の
手
記
│
』
の
著
者
）

パ
ー
ト
◯ 9

　
　

月　

日
（
土
）、
母
畑
レ
ー
ク
サ

１０

２６

イ
ド
セ
ン
タ
ー
特
設
会
場
で
野
焼
き

祭
り
が
大
々
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時　

分
、
子
ど
も
約
１
５

３０

０
人
の
参
加
の
も
と
、
各
公
民
館
事

業
で
作
ら
れ
た
土
器
が
焼
き
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
焼
き
上
が
る
ま
で
の
間
、

講
師
の
関
根
秀
樹
先
生
の
火
お
こ
し

実
演
、
竹
を
使
っ
て
の
民
族
楽
器
づ

く
り
、
母
畑
湖
畔
で
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
風
散
策
な
ど
内
容
盛
り
だ

く
さ
ん
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
途
中

か
ら
降
り
出
し
た
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
、

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ
、
子
ど
も
た
ち
は
楽

し
そ
う
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
午

後
４
時
、
い
よ
い
よ
作
品
を
取
り
出

す
こ
と
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の
盛

り
上
が
り
も
ピ
ー
ク
に
達
し
ま
し
た
。

「
で
き
て
る　

で
き
て
る
」「
あ
〜　

わ
れ
て
る
」
な
ど
歓
声
が
わ
き
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　

野
焼
き
祭
り
に
先
立
ち
、
土
器
を

焼
き
上
げ
る
た
め
、
各
公
民
館
で
子

ど
も
や
親
を
対
象
に
陶
芸
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館

で
多
く
の
参
加
者
が
あ
り
、
石
川
陶

芸
ク
ラ
ブ
の
方
な
ど
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
思
い
思
い
の
作
品

を
真
剣
な
表
情
で
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

作
品
に
は
、
子
ど
も
ら
し
く
亀
や

ふ
く
ろ
う
、
犬
な
ど
の
動
物
を
は
じ

め
、
本
格
的
な
縄
文
土
器
、
茶
碗
、

湯
の
み
、
皿
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

　

丁
寧
に
最
後
の
仕
上
げ
を
し
な
が

ら
「
ち
ゃ
ん
と
割
れ
な
い
で
焼
け
る

か
な
」「
楽
し
み
だ
ね
」
な
ど
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

体
験
が
子
ど
も
を
育
む　

石
川
町
教
育
委
員
会

▲東北誘説の記録「枢件日乗」
　（吉田光一家文書）

今
年
度
の
歴
史
講
座
は
自
由
民
権
１
２
０
周
年
記
念

「
吉
田
光
一
の
東
北
誘
説
」を
開
催

野焼き祭り
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年
末
年
始
の
犯
罪
・
事
故
の
防
止 

42

は
、
１
歳
前
後
に
多
く
起
き
て
い
ま
す
。

身
の
回
り
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
興
味

を
持
ち
、
ま
た
危
険
な
認
識
が
な
い
時

期
な
の
で
、
蒸
気
を
触
ろ
う
と
す
る
の

も
よ
く
あ
る
行
動
で
す
。

　

ま
た
、
加
湿
器
に
ぶ
つ
か
っ
た
り
し

て
倒
し
、
器
内
の
熱
湯
が
か
か
っ
た
た

め
の
や
け
ど
は
、
行
動
が
活
発
に
な
る

１
歳
以
上
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
チ
ー
ム
式
加
湿
器
は
、
乳
幼
児
の

い
る
家
庭
で
は
使
わ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
最
近
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
式
と

い
わ
れ
る
タ
イ
プ
も
出
て
い
ま
す
が
、

こ
の
な
か
に
も
一
時
的
に
内
部
の
水
が

高
温
に
な
る
も
の
も
あ
り
、
注
意
が
必

要
で
す
。

　

電
気
炊
飯
器
や
電
気
ポ
ッ
ト
で
も
同

様
の
事
故
が
起
き
て
い
る
の
で
、
十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
チ
ー
ム
式
加
湿
器
（
ス
チ
ー
ム
フ

ァ
ン
式
を
含
む
）
の
噴
き
出
し
蒸
気
や

器
内
の
熱
湯
で
、
乳
幼
児
が
け
が
を
す

る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

【
事
例
１
】

　
　

カ
月
の
男
児
。
加
湿
器
に
触
り
、

１０
人
差
し
指
、
中
指
、
薬
指
の
３
本
に
重

い
や
け
ど
を
負
っ
た
。
今
後
、
皮
膚
移

植
を
行
う
予
定
。

【
事
例
２
】

　

加
湿
器
を
１
ｍ
ほ
ど
の
高
さ
の
電
話

台
に
乗
せ
て
い
た
。
３
歳
の
女
児
が
遊

ん
で
い
て
コ
ー
ド
を
引
っ
か
け
、
加
湿

器
が
倒
れ
て
、
顔
か
ら
全
身
に
熱
湯
を

か
ぶ
っ
た
。
背
中
な
ど
に
皮
膚
移
植
を

受
け
た
。

　

加
湿
器
の
蒸
気
噴
き
出
し
口
に
手
や

顔
を
当
て
て
し
ま
っ
た
た
め
の
や
け
ど

〈
傾　

向
〉

●
若
者
が
中
年
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
を

い
き
な
り
恐
喝
す
る
。い
わ
ゆ
る「
お

や
じ
狩
り
」
の
多
く
は
、
深
夜
の
人

通
り
の
少
な
い
場
所
で
発
生
し
て

い
る
。

●
パ
チ
ン
コ
景
品
交
換
所
な
ど
、
金
品

を
持
っ
て
い
る
人
を
待
ち
伏
せ
る

場
合
も
あ
る
。

●
バ
ッ
ト
や
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
襲
う
な

ど
、
粗
暴
・
凶
悪
化
し
て
い
る
。

〈
対　

策
〉

●
人
通
り
の
少
な
い
場
所
や
、
深
夜
の

繁
華
街
な
ど
危
険
地
帯
を
避
け
る
。

●
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
か
な
い
。

●
恐
喝
に
あ
っ
た
ら
、
無
理
に
抵
抗
せ

ず
、
そ
の
場
か
ら
逃
げ
る
か
、
助
け

を
求
め
る
。

〈
傾　

向
〉

●
切
符
売
り
場
、
電
車
の
中
、
デ
パ
ー

ト
の
特
売
場
、
映
画
館
な
ど
、
多
く

の
人
が
集
中
す
る
場
所
で
発
生
し

や
す
い
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る

省
エ
ネ　

の
提
案
│
そ
の
１

１８

　

入
浴
時
に
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
を
流

し
っ
放
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
の
流
し
っ
放
し

を
１
日
１
分
間
や
め
る
こ
と
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

●
見
張
り
役
、
実
行
役
、
逃
走
役
な
ど

の
役
割
分
担
を
し
た
集
団
ス
リ
が

増
え
て
い
る
。

〈
対　

策
〉

●
財
布
の
場
所
は
悟
ら
れ
な
い
よ
う
に

　

×
上
着
の
内
ポ
ケ
ッ
ト

　

×
ズ
ボ
ン
の
後
ろ
ポ
ケ
ッ
ト

　

○
カ
バ
ン
の
奥

●
バ
ッ
ク
や
リ
ュ
ッ
ク
が
開
い
て
い
な

い
か
注
意
。

〈
傾　

向
〉

●
ひ
っ
た
く
り
の
犯
人
は
、
人
通
り
の

少
な
い
場
所
で
一
瞬
の
ス
キ
を
ね

ら
っ
て
く
る
。

●
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
を
使
い
、
バ

ッ
グ
を
奪
い
取
っ
て
逃
走
す
る
ケ

ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

●
「
何
か
つ
い
て
ま
す
よ
」
と
親
切
を

装
い
、
ス
キ
を
ね
ら
っ
て
バ
ッ
グ
を

奪
う
手
口
も
増
え
て
い
る
。

〈
対　

策
〉

●
道
を
歩
く
と
き
に
は
、
車
な
ど
が
通

る
側
と
反
対
に
バ
ッ
グ
を
持
つ
。

● 
狭
い
道
で
は
、
バ
ッ
グ
を
し
っ
か
り

握
る
か
胸
に
抱
え
て
持
つ
。

《
街
で
は
コ
コ
に
注
意
》

犯
罪
・
事
故
に
遭
遇
し
た
ら
「
１
１
０
」
に
通
報
を
。

　

自
分
が
被
害
に
遭
っ
た
と
き
は
、
ま
た
、
ほ
か
の
人
が
被
害
に
遭
っ
て
い
る
の
を
見
か
け

た
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

恐
喝
・
強
盗

　

ス　
　

リ

　

ひ
っ
た
く
り

入
浴
時

シ
ャ
ワ
ー
を

流
し
っ
放
し
に
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

乳
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は

使
わ
な
い
で
―
―　
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　福島県においては、平成13年4月1日から「福島県乳幼児医療費助
成事業補助金交付要綱」、「市町村国民健康保険条例」等により、『国保
加入の「就学前」の乳幼児』は0割負担（ただし、食事療養費及び6
歳以上の薬剤費一部負担金を除く）となっています。（市町村国保以
外の方へ、お住まいの市町村へ申請することにより償還払いされます） 
　また、70歳以上の高齢者の一部負担金も1割になりました（一定
以上所得者は2割） 
※70歳以上75歳未満の方には、国保の保険証とは別に一部負担金の
割合（1割または2割）を示す「国民健康保険高齢受給者証」が交付
されます。病院の窓口で両方を提示してください。 

平成14年10月1日からここが変わりました 国民健康保険のここが変わりました 
�病院の窓口で支払う一部負担金が年齢によって変わりました 

　低所得の方は据え置いて、一般や上位所得者について変わりました。
また、70歳以上の方には医療費が高額になったときの負担を軽くす
るため、あらたに自己負担限度額が設定されました。1ヵ月の医療費
が高額になった場合、申請をして認められると限度額を超えた分があ
とから支給されます。 
 
 
　老人保健で医療を受ける方の対象年齢の引き上げにあわせて、退職
者医療制度の対象年齢も70歳未満から75歳未満になりました。 
　70歳以上の退職者医療制度対象者の一部負担金は1割（一定以上
所得者は2割）です。 

�高額療養費に自己負担限度額が変わりました 

�退職者医療制度の対象年齢が70歳未満から75歳未満に 

平成15年4月からここも変わります 
●外来の薬剤にかかる一
部負担の廃止 
　患者さんの負担軽減策とし
て、外来（在宅医療を含む）
で薬をもらったときに支払う
定額の別途負担を廃止します。 

●退職被保険者の一部負
担金の改正 
　被用者保険における一部負
担金の割合の見直しにあわせ、
3歳以上70歳未満の退職被保
険者（被扶養者も含む）の一
部負担金の割合を3割とします。 

平成14年9月30日まで 平成14年10月1日から 

一　　般　　3割負担 

（0歳以上70歳未満） 

就学前の乳幼児　0割負担 

就学後から70歳未満 
　　　　　　　　3割負担 

70歳以上　　　 1割負担 
（一定以上の所得者） 

　　　　　　　　2割負担 

退職者医療制度の対
象となる方は2割負
担（被扶養者の外来
のみ3割）です。 

※1

※1
※1

　
　

歳
以
上
で
４
〜
５
人
に
１
人
は
な

８０
る
と
い
わ
れ
て
い
る
痴
呆
。

　

物
忘
れ
が
激
し
い
と
か
、
言
葉
が
出

て
こ
な
い
、
注
意
力
が
続
か
な
い
、
段

取
り
が
悪
い
な
ど
３
つ
く
ら
い
該
当
に

な
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
心
配
。
で
も
痴

呆
（
ボ
ケ
）
の
予
防
は
可
能
で
し
ょ
う

か
…
。
も
ち
ろ
ん
可
能
で
す
。
か
か
っ

て
も
、
絶
対
直
ら
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

や
れ
ば
効
果
が
上
が
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
予
防
で
も
っ
と
も
真
剣
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、　

代
６０

後
半
か
ら　

代
前
半
の
人
た
ち
で
す
。

７０

そ
の
予
防
と
し
て
効
果
的
な
の
は
、
脳

の
機
能
を
ま
ん
べ
ん
な
く
使
う
こ
と
…

ま
ず
、
落
ち
る
の
は
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
記

憶
と
い
っ
て
例
え
ば
、
昨
日
の
夜
、
何

を
食
べ
た
か
覚
え
て
い
る
と
い
う
よ
う

に
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事
柄
に
関
す
る

こ
と
が
、
分
か
ら
な
く
な
る
。
１
つ
の

こ
と
を
し
な
が
ら
、
注
意
し
な
が
ら
、

も
う
１
つ
を
や
る
と
い
う
こ
と
が
、
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

す
る
と
自
分
か
ら
、
自
発
的
に
行
動
す

る
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

予
防
は
、
例
え
ば
料
理
、
旅
行
、
パ

ソ
コ
ン
、
園
芸
な
ど
の
趣
味
的
活
動
や

囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
、
ト
ラ
ン
プ
な
ど

の
ゲ
ー
ム
は
、
段
取
り
、
集
中
等
の
面

で
は
、
良
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

運
動
も
血
流
を
良
く
す
る
の
で
と
て
も

良
く
、
１
日
の
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
上
で

も
効
果
的
で
す
。
ま
ず
、
若
い
う
ち
か

ら
、
み
ん
な
の
中
で
、
交
流
し
た
り
、

役
割
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、
大
切

に
な
っ
て
き
ま
す
。

痴
呆
予
防
の
話

今月の納期
１２月２５日まで納めましょう

国民健康保険税（６期分）　介護保険料（６期分）

になる
いい話。 ���������	
��

　食生活改善推進員による「伝達料理講習会」が１１月から約１ヵ
月間行われました。今年は「骨粗鬆症予防の食事」をテーマに牛
乳や乳製品を取り入れたメニューでした。
　その中から１品ご紹介します。冷めてもおいしいので、弁当に
お勧めです！

【材料　６人分】
鶏ささみ
　　みそ　　　６本
Ａ　砂糖　　　大さじ２
　　青じそ　　小さじ２
小麦粉　　　　適量
サラダ油　　　適量

　　卵　　　　１個
Ｂ　粉チーズ　大さじ２
　　青じそ　　２枚
（つけ合せ）
ブロッコリー　１株
赤ピーマン　　１個

ささみのピカタ

�
�
�

�
�
�

〈１人分の栄養加〉　エネルギー　１４６kcal
たんぱく質　１５．１g　　脂質　４．７ｇ　カルシウム　５６ml　塩分　０．５ｇ

【作り方】
①ささみの筋を取って包丁で観音開き
にし、軽くたたいて形を整える。
②ブロッコリーは小房に分け、塩ゆでし
ておく。赤ピーマンは種を取り除き、乱
切りにしてさっとゆでる。
③青じそ４枚をみじん切りにして、半分
の量をＡのみそ、砂糖と混ぜ合わせてお
く。残り半分の青じそはＢに使う。開い
たささみの上に②の合わせみそを塗っ
てもとの形に戻し、小麦粉をまぶす。
④Ｂを合わせる。ボールに卵を溶きほぐ
し、粉チーズとみじん切りの青じそを加
え、衣を作る。
⑤フライパンを熱し油をなじませ中火
にし、ささみに④の衣をたっぷりつけて、
両面を３分半位ずつしっかり焼く。(ピカ
タの焼き上がり )
⑥焼き上がったピカタは、斜めそぎ切り
で３等分し、ゆでたブロッコリー、赤ピ
ーマンと一緒に彩りよく盛り付ける。

－ピカタとは卵の衣のことです－
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第　

回
石
川
町
成
人
式
を
、
平
成　

５５

１５

年
１
月　

日
（
日
）
に
行
い
ま
す
。

１２

　

現
在
石
川
町
に
住
民
登
録
が
な
い
方

で
、
成
人
式
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ご
家
族
の
方
等
が
印
鑑
及
び
参
加

さ
れ
る
方
の
現
住
所
の
控
え
を
持
参
の

上
、
参
加
申
請
書
に
記
入
し
た
あ
と
教

育
委
員
会
・
役
場
窓
口
・
中
央
公
民
館
・

各
地
区
公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

準
備
の
関
係
上
、
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

※
尚
、参
加
申
請
書
は
教
育
委
員
会
・

役
場
窓
口
・
中
央
公
民
館
・
各
地
区
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。

　

※
該
当
者
は
昭
和　

年
４
月
２
日
か

５７

ら
昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

５８

た
方
で
す

　

※
石
川
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

　

�
２
６
│
９
１
３
６

　

新
し
い
生
活
を
始
め
よ
う
と
さ
れ
る

方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
用
回
線
（
ブ
ロ

ー
ド
バ
ン
ド
）
と
し
て
、
電
話
加
入
権

が
ほ
し
い
と
お
考
え
の
方
、
携
帯
電
話

だ
け
で
は
ち
ょ
っ
と
不
安
な
方
、
こ
の

機
会
に
い
か
が
で
す
か
。

　

公
売
は
、
次
の
日
程
で
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
購
入
希
望
の
方
は
、
県
中
振

興
局
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

高
校
生
の
文
化
面
で
の
活
躍
は
、
な

か
な
か
私
た
ち
の
目
や
耳
に
届
い
て
き

ま
せ
ん
。
高
校
野
球
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
よ
う
な
華
や
か
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
多
く
の
高
校
が
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
学

校
の
内
外
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の

優
れ
た
活
動
を
、
選
り
す
ぐ
っ
て
集
め

た
の
が
「　

世
紀
う
つ
く
し
ま
ヤ
ン
グ

２１

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
」
で
す
。

　

演
劇
、
合
唱
、
吹
奏
楽
、
郷
土
芸
能
、

民
謡
な
ど
熱
く
繰
り
広
げ
ら
れ
る
青
春

舞
台
で
す
。
一
般
の
人
や
高
校
生
は
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
高
校
を
目
指
す
中

学
生
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
見
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
明

日
を
担
う
若
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
温
か

い
拍
手
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

●
と　
　

き

　

平
成　

年　

月　

日
（
日
）

１４

１２

１５

　

午
後
１
時
開
演

●
会　
　

場

　

會
津
風
雅
堂

●
出
演
団
体

　

小
名
浜
高
校
演
劇
部
、
磐
城
高
校
吹

奏
楽
部
、
福
島
女
子
高
校
合
唱
部
、
郡

山
女
子
大
学
付
属
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
部
、
南
会
津
高
校
郷
土
芸
能
委
員

会
ほ
か
（
予
定
）

●
入
場
料

　

無
料
（
全
席
自
由
：
整
理
券
が
必
要

で
す
）

●
入
場
整
理
券
の
配
布

　

會
津
風
雅
堂
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

※
郵
送
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

會
津
風
雅
堂
企
画
事
業
係

　

�
０
２
４
２
│
２
７
│
０
９
０
０

　

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援
す
る

「
被
災
者
自
立
支
援
金
」
は
、
従
来
、

世
帯
主
が
被
災
し
て
い
な
い
世
帯
は
支

給
対
象
外
で
し
た
が
、
住
家
が
全
壊
等

し
た
世
帯
の
被
災
時
世
帯
主
（
主
た
る

生
計
維
持
者
）
で
あ
っ
た
方
を
含
む
平

成　

年
４
月　

日
時
点
の
世
帯
に
つ
い

１２

２８

て
、
支
給
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

申
請
期
間
は
、
平
成　

年
３
月　

日

１５

３１

ま
で
で
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

兵
庫
県
生
活
復
興
課

　

�
０
７
８
│
３
６
２
│
４
０
２
２

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
で
は
、　
１２

月
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
に
な
ら
れ
て

い
る
電
話
帳
は
、
新
し
い
電
話
帳
と
お

取
替
え
い
た
し
ま
す
の
で
、
配
達
員
へ

お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
保
護
と
し

て
、
紙
資
源
の
節
減
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
回
収
し
た
古
い
電
話
帳
か
ら
新
し

い
電
話
帳
を
つ
く
る
、
電
話
帳
循
環
型

リ
サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
配
達
員
に
渡
せ
な
か
っ
た
方

は
後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、

「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

０
１
２
０
│
５
０
６
│
３
０
９

　

石
川
町
は　

月
１
日
か
ら
イ
ン
タ
ー

１１

ネ
ッ
ト
に
よ
る
Ｅ
メ
ー
ル
を
利
用
し
た
、

ふ
る
さ
と
メ
ー
ル
の
運
用
を
始
め
ま
し

た
。

　

�
福
島
民
報
社
が
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
を
利
用
す
る
も
の
で
す
が
、
福
島
民

報
社
と
石
川
町
が
提
供
す
る
情
報
を
あ

わ
せ
て
、
毎
週
木
曜
日
に
登
録
者
に
配

信
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
購
読

は
無
料
で
す
。

　

登
録
は
、
石
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
情
報
ナ
ビ
」
に
あ
る
バ
ナ
ー
ボ
タ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
登
録
ペ
ー
ジ
に
リ

ン
ク
さ
れ
ま
す
。

募
　
集 

相
　
談 

h
ttp
://w
w
w
. 

fukushim
a-m
inpo.co.jp/fm

l/

F
メ
ー
ル
 

　

世
紀
う
つ
く
し
ま

２１ヤ
ン
グ
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

回
収
し
ま
す

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

古
い
電
話
帳

成
人
式
へ
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

電
話
加
入
権
が
お
手
頃
な

価
格
で
購
入
で
き
ま
す

ふ
る
さ
と
メ
ー
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

今後の公売予定日
平成１４年１２月２０日（金）
平成１５年１月３０日（木）
平成１５年２月２７日（木）
平成１５年３月２０日（木）

公 売 会 場

郡山合同庁舎南分庁舎
第３又は第６会議室

お問い合わせ先

福島県中地方振興局
�０２４－９３５－１２４７

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
方
へ

被
災
者
自
立
支
援
金
の

特
例
と
し
て
、対
象
世
帯

が
一
部
拡
大
さ
れ
ま
し
た
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氏　
　

名　
　

保
護
者　
　

住　

所

芳
賀　
 
美 
友
   

（
正　

光
・
美　

保
）
双　

里

み 
ゆ
う

芳
賀　
 
彩 
奈
   

（
善　

勝
・
聡　

子
）
曲　

木

あ
や 
な

小
川　
 
真 
永
   

（
貴　

久
・
恵　

子
）
双　

里

ま
な 
と

深
谷　
 
知 
沙
   

（
伸　

夫
・
知　

美
）
中　

田

ち 

さ

関
根　
 
楓 
音
   

（
正　

樹
・
香　

里
）
矢
ノ
目
田

か 
の
ん

関
根　
 
大 
地
   

（
祐　

一
・
淳　

子
）
母　

畑

だ
い 
ち

山
田　
 
壮 
志
   

（
信　

幸
・
百
合
子
）
双　

里

そ
う 
し

郷　
　
 
友 
太
   

（
友　

美
・
百
合
子
）
大
字
新
屋
敷

ゆ
う 
た

水
野　

雄
清

    

（
憲　

一
・
晴　

美
）
谷　

沢

ゆ
う
せ
い

十
文
字 
涼 
香
   

（
幸　

二
・
晴　

子
）
沢　

井

す
ず 
か

鈴
木　
　

葵
   

（
松　

枝
・
由
美
子
）
矢
ノ
目
田

あ
お
い

長
谷
部 
月 
穂
   

（　

保　

・
洋　

子
）
沢　

井

し 

ほ

藤
井
隆
太
郎

     

（
隆　

行
・
史　

子
）
一
ノ
沢

り
ゅ
う
た
ろ
う

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
く
や
み

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

十
文
字　

孝　

悦　
　
　
　
　

下　

泉

鈴　

木　

一　

榮 

山　

形

渡　

邉　

ソ　

ノ　
　
　
　
　

双　

里

國　

井　

ト
シ
イ 

中　

野

宇　

陀　

俊　

明　
　
　
　
　

松
木
下

郷　
　
　

知
可
子　
　
　

大
字
新
屋
敷

坪　

井　

康　

子　
　
　
　
　

塩　

沢

佐　

藤　

直　

明　
　
　
　
　

曲　

木

迎　
　
　

正　

二　
　
　
　
　

新　

町

土　

田　

カ　

ネ　
　
　
　
　

下　

泉

田　

口　

ミ
チ
子　
　
　
　
　

下　

泉

柘　

植　

ツ
ギ
ヱ　
　
　
　
　

双　

里

老人福祉センター

勤労青少年ホーム

町内各小中学校

役場宿直室

老人福祉センター

心配ごと相談（午前１０時～）

年金相談会（午前１０時～）

小中学校第２学期終業式

交通事故巡回相談（午前１０時～）

心配ごと相談（午前１０時～）

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１

ホテル松多屋

老人福祉センター

町内各小中学校

ホテル松多屋

新年互例会

心配ごと相談（午前１０時～）

小中学校第３学期始業式

第５５回石川町成人式

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４

（平成１４年１０月１日～１０月３１日まで届出分　敬称略）

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

吉　

田　

章　

吾　
　
　

矢
ノ
目
田

　

渡　

邊　

美
喜
子　
　
　
　

福
島
市

　

森　

田　

好　

夫　
　
　
　

双　

里

　

藤　

井　

裕　

子　
　
　
　

双　

里

カ
ッ
プ
ル
誕
生

〔

〔



施設の紹介 

編 集 後 記  

町民憲章 
1.自然と文化を愛し 
　　　　豊かな町をつくりましょう 
1.親切と勤労をむねとし 
　　　　住みよい町をつくりましょう 
1.歴史と未来をみつめ 
　　　　誇りある町をつくりましょう 

表 紙 の 登 場 人 物  

町の人口 

●編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
●URL/http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail/Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

●第189回● 
野木沢幼稚園 

　元気な子ども・心のやさしい子ども・最後までがんばる子どもをめ
ざし、四季折々の自然に恵まれた希望ヶ丘と広い園庭の中、心も体も
のびのびと元気に過ごしている16人の園児が通っている幼稚園です。 

「だちょう ハウス」 －地区公民館文化祭出品作品－ 「だちょう ハウス」 

写真提供／関根政信さん 写真提供／関根政信さん 

　花期は8月から9月で日本全土に分布しています。日
当たりの良い道端や野原に生えるつる性の草です。種小
名のsojaは醤油の意味で、本種は大豆の原種と考えられ
ています。 

（ツルマメ：マメ科） 

中谷児童館に通う相楽真未さん(中央)と祖父
の健作さん(左)と祖母の美代子さん(右)です。 

19,445人（－22） 

（  ）内前月比 

●11月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 
世帯数 

9,494人（－15） 
9,951人（－　7） 
5,583戸（－　2） 

　11月に初雪。ちょっと早いかなと思いますが、
もう師走に入り1ヵ月で2002年ともお別れです。
平穏な1年だったかと思いながら、日本経済の
回復が望めない現状に成すすべなく、合併協議
会設置も遠のき、前途未知の不安が残る毎日か
と思います。今を懸命に生きることは当たり前、
5年、10年先々を見据えた、広域的なまちづく
りなくして、地方自治の確立は望めないかもし
れません。　　　　　　　　　　　 （迎　茂城） 

　小遠足で見てきただちょうの感動は、お絵かきしたり、紙粘土で表現し
たり、絵本作りにまで発展するなど一人ひとりの心に残る強いものでした。
(箱・縦・横75cm／たまご・長径30cm) 

左上から　熊倉真里奈さん（6歳）、佐口真生さん（6歳）、小平澪来さん（6歳）、

佐藤郁也さん（6歳）、蛭田達弥さん（6歳）、近内有里さん（6歳）、中塚

裕加里さん（6歳）、平田涼介さん（6歳）、太田直人さん（6歳）、中塚智恵

さん（6歳）、木田彩香さん（6歳）、岩谷浩輝さん（6歳）、矢吹浩尉さん（6歳）、

円谷奈々さん（5歳）、近内翔大さん（5歳）、草野　綾さん（6歳） 

ま り な 

たつや ふみや 

りょうすけ 

あやか 

な な しょうた あや 

ひろき ひろやす 

ゆ か り  

ゆ り 

なおと ともえ 

ま お れいら 

－地区公民館文化祭出品作品－ 
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